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蜘蛛流大工棟梁横田氏の手挟・持送絵様について
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No. 絵様雛形書名 著 者 名 刊 行 年 備 考
１ 大匠雛形 彫物絵本 鈴木重春 正徳４年（1714） 全５冊の内２冊
２ 匠家絵様集 官匠廣丹晨父 宝暦９年（1759） 全２冊
３ 新撰雛形 五 絵様 木暮甚七 宝暦９年（1759） 全５冊の内１冊
４ 大和絵様集 立川小兵衛 宝暦13年（1763） 全４冊
５ 彫工雛形 二柳先生 文政10年（1827） 全１冊
６ 当世いろは絵様集 奴長兵衛 天保５年（1834） 全２冊





No. 絵様雛形書名 刊 行 年 手 挟 絵 様 備 考
１ 大匠雛形 正徳４・1714年 繰形
２ 渦文
３ 匠家絵様集 宝暦９・1759年 渦文
４ 渦文







No. 絵様雛形書名 刊 行 年 持送位置 持送絵様 備 考
１ 大匠雛形 正徳４・1714年 肘木下 繰形
２ 匠家絵様集 宝暦９・1759年 肘木下 繰形
３ 肘木下 繰形
４ 肘木下 渦文
５ 大和絵様集 宝暦13・1763年 肘木下 渦文若葉














20 肘木下 渦文渦若葉 手臂木持送
21 肘木下 渦若葉
22 肘木下 渦若葉
23 肘木下 流水・波頭 手肘木
24 大工絵様雑工雛形 嘉永３・1850年 肘木下 渦若葉 横持送之割
25 肘木下 菊水 菊水之持送
26 肘木下 渦若葉 竪持送之割





























































































No. 建 物 名 建 築 年 代 持送位置 持送絵様 備 考
１ 宝蔵寺客殿 安永９・1780年 虹梁下 渦文
２ 湯沢神社本殿 寛政９・1797年 縁下 渦文
３ 満福寺鐘楼 万延２・1861年 隅木下 渦文若葉
４ 蛯沢稲荷神社拝殿 明治31・1898年 虹梁下 松 籠彫
表3.1 横田氏の建築作品にみる手挟絵様
No. 建 物 名 建 築 年 代 手 挟 絵 様 備 考
１ 貝谷観音堂 延享４・1747年 入八双・牡丹
２ 正学院浮金観音堂 天保５・1814年 渦文若葉
３ 蛇内観音堂 嘉永４・1851年 繰形
４ 飯豊神社拝殿 嘉永５・1852年 牡丹 籠彫
５ 鹿島神社拝殿 明治15・1882年 渦若葉






































































































No. 建 物 名 建 築 年 代 手 挟 絵 様 備 考
１ 不明 18世紀中期（推定） 入八双・渦文若葉
２ 飯豊神社拝殿 嘉永５・1852年 牡丹花葉 「愛宕山」の記あり
３ 飯豊神社拝殿 嘉永５・1852年 牡丹花葉 「愛宕山」の記あり
４ 飯豊神社拝殿 嘉永５・1852年 渦様牡丹花葉 「愛宕山」の記あり
表4.2 横田家大工文書にみる持送絵様
No. 建 物 名 建 築 年 代 持送位置 持送絵様 備 考
１ 不明 19世紀中期（推定） 肘木下 渦若葉 子鍬倉神社本殿絵様に類似
２ 不明 同上 肘木下 渦若葉 同上
３ 不明 同上 肘木下 渦若葉 同上
４ 不明 同上 肘木下 渦若葉 同上
５ 不明 同上 肘木下 渦若葉 同上
６ 小野屋（住宅） 同上 肘木下 渦若葉 同上
７ 不明 同上 肘木下 渦若葉 同上
８ 不明 同上 肘木下 渦若葉 同上
９ 不明 同上 肘木下 渦若葉 同上
10 不明 19世紀後期（推定） 肘木下 渦・波頭 熊倉神社本殿絵様に類似
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図6.2 図6.5「肘木下持送り」
図6.4
図6.3図6.1
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図6.10図6.8
図6.7
図6.9
図6.6「持送り」
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ところで横田氏が描いた渦若葉、渦・波頭のデザインは、『当世いろは絵様集』（天保５・
1834年）の絵様、渦若葉（図2.16～18）、渦・波頭（図2.23）にそれぞれ類似しているこ
とに注目すれば、手挟・持送絵様においても横田氏独自のデザインはみられなかったとい
えよう。
Ⅴ おわりに
これまでの考察を要約すると、以下のようになる。
１)木割書における手挟・持送絵様の変遷は、資料数が少ないため明らかにすることは困
難であるが、概観すれば、繰形→渦文→渦文若葉→渦若葉、波頭、雲水（持送はさらに
菊花、松、雲竜、波千鳥など）と変遷したと考えられる。
２)横田氏が手掛けた手挟・持送と木割書における手挟・持送を比較すると、かなり類似
していることがわかる。したがって直接的に模倣したかどうか明らかにできないが、間
接的に木割書を参照した可能性を否定することはできない。
３)横田家大工文書にみられる手挟・持送の資料数が少ないため、絵様の変遷を明らかに
することは困難であるが、横田氏が手掛けた手挟・持送との比較によって、各資料をお
およそ時代順にしたがって並べることができた。
４)横田氏が用いた手挟・持送の絵様には、原則的には横田氏独自のデザインはみられな
かったといえよう。
注記
⑴ 拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の虹梁絵様について 横田家大工文書の研究⑷」
共栄学園短期大学研究紀要、第15号、1999年３月
拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の木鼻絵様について 横田家大工文書の研究⑸」
共栄学園短期大学研究紀要、第16号、2000年３月
拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の蟇股・笈形絵様について 横田家大工文書の研究⑹」
共栄学園短期大学研究紀要、第17号、2001年３月
拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の懸魚絵様について 横田家大工文書の研究⑺」
共栄学園短期大学研究紀要、第18号、2002年３月
拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の鬼板絵様について 横田家大工文書の研究⑻」
共栄学園短期大学研究紀要、第19号、2003年３月
⑵ 『匠家絵様集』『大工絵様雑工雛形』の鬼板絵様は麓和善編著『日本建築古典叢書第
９巻』（大龍堂、1991年）から抜粋した。
⑶ 麓和善・鈴木規夫・岡本真理子・河田克博・内藤昌「木版本彫物書系絵様雛形の内
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容的特質」（『建築史学』第14号、1990年３月）pp.89、pp.93
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